
一般国道５号 創成川通
事業説明会

（令和７年１０月）

国土交通省 北海道開発局 札幌開発建設部

＜ご説明内容＞

１．事業について

２．地下トンネルの整備について

３．今後の予定について



１．事業について
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調査計画
空中写真測量の図面を元
に、道路のおおよその通過
位置の検討を行いました。

当該事業が環境に及ぼす
影響について調査や評価を
行いました。

関係する地域の皆さんに
道路事業の計画について説明
し、測量など現地調査のための
土地の立入りのご理解ご協力
をお願いしました。

環境調査

都市計画変更
創成川通の計画を都市計
画に位置付けるため、都市
計画変更が行われました。

ルートの選択

令和３年２月１２日
告示

令和３年１２月
オープンハウス
形式で実施

１－１．事業の流れについて

計画説明会
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測量・調査

詳細な設計

協議・設計

事業説明会

詳細な設計に向けて、
現地の測量や調査を
行いました。

関係機関との具体的
な協議や詳細な設計
を行い、道路の構造
を決定しました。

関係する地域の皆さんに詳細設
計の内容を説明します。工事実施
に向けてのご理解ご協力をお願
いします。

本日

令和３年度～

１－１．事業の流れについて



Ｅ５Ａ

Ｅ５

Ｅ５

Ｅ３８

札幌市

北広島市

長沼町

恵庭市

千歳市

江別市

石狩市

１－２．事業概要について

○国道５号は、函館市を起点とし長万部町及び小樽市を経て、札幌市に至る延長約２８２ｋｍの
主要幹線道路であり、道南圏と道央圏を連絡する重要な幹線道路です。

○創成川通は、札幌都心部と札樽自動車道の区間を地下トンネルで結ぶ延長約４．８ｋｍの事
業です。

▼位置図

事業箇所

至
旭
川

至新千歳空港至苫小牧至喜茂別

至石狩

Ｅ５

Ｅ５

丘珠
空港

Ｅ５Ａ

至
小
樽

一般国道５号 創成川通

延長 約４．８ｋｍ

凡 例
事業中

札幌都心部

下図出典：国土地理院ウェブサイト
（https://maps.gsi.go.jp） 4



１－２．事業概要について
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整備イメージ図

注２：図は整備のイメージを分かりやすく表現したものであり、実際の整備時とは異なる場合があります。

注１：出入口の「条」表示は、トンネルスロープを設置する箇所の主な住所を示したものであり、整備後の出入口の名称を示すものではありません。



１－２．事業概要について

ルートの概要（出入り口など）

至
屯
田
・篠
路
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豊
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札
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北
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東
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札
幌
市
中
央
区
大
通
1
丁
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(終)

※ この図はイメージであり、実際と異なる場合があります

6

令和7年度
工事着手予定区間

※既設創成トンネルの南進側の入口は
現在の北３条から北４条に変更となります。



１－２．事業概要について

標準幅員 （都市計画幅員内で原則整備を行います）
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【北22条付近】 （単位：メートル）【北31条付近】

【北35条付近】



■国道５号創成川通の混雑(冬期)

１－３．整備効果について 現状の課題《交通混雑》

8

■国道５号の混雑状況（模式図）

20㎞/h未満の区間が通年
で生じ、渋滞が発生

■札幌北IC千歳方面からの出口渋滞状況

出典：ETC2.0プローブデータ(R2.4～R5.3)
令和3年度 全国道路・街路交通情勢調査

（※赤丸箇所と高速道路本線（右下））



○ 創成川通の地下トンネル整備により、連続する信号に起因する渋滞が解消し、札幌都心部と
高速道路のアクセスが強化され、定時性が改善します。

○ また、交通量が分散され、創成川通（地上部）や周辺道路の混雑が改善されます。

１－３．整備効果について 期待される効果《交通混雑》

9

出典：北3条～北34条 夏期：4-11月 冬期：12-3月
ETC2.0プローブデータ（R2.4-R5.3）

時間のばらつき】



○ 創成川通の地下トンネル整備により、創成川通（地上部）や周辺道路の混雑が解消されると、
追突事故の減少も期待されます。

１－３．整備効果について 期待される効果《交通混雑》
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【創成川通の事故の種類】

追突事故が
約4割以上

出典：
H29-R3 ITARDAデータ
対象区間：北37条交差点～北1条交差点



○ 創成川通は、道路の両側に電柱が立っており、倒壊等のリスクを抱えるとともに、歩行空間を
圧迫しています。

○ 地下トンネルの整備にあわせて、創成川通（地上部）無電柱化を推進し、すれ違いが困難な狭
い歩道を拡幅します。

【災害による電柱の倒壊事例】

【台風の影響で電柱が倒壊（札幌市、国道275号）】

【創成川通の現状】

１－３．整備効果について 《災害・歩道環境》
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【歩道の整備イメージ】

【歩道の現状】

北12条付近北11条付近

西側に寄っていた

川を東側に調整

広い歩道の
整備が可能



２．地下トンネルの整備について
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■トンネルの施工手順

① 調査・設計【現在】

２－１．トンネル施工について

地下水

地下トンネル
（施工前）

地下水

車線の切替

仮河川

止水を兼ねた
土留壁

止水を兼ねた
土留壁

路面覆工

地下トンネル
（施工前）

※施工方法等については今後変更する場合があります 13

② 仮河川、土留壁、路面覆工設置、
車線の切替

○ 施工にあたり、測量や設計のほか、地質調査等を実施しています。
○ 地下トンネルを整備するため、土砂の掘削や埋め戻しといった施工が発生します。



③ 掘削 ④ 地下トンネル施工

地下水

仮河川

止水を兼ねた
土留壁

止水を兼ねた
土留壁

路面
覆工

止水改良

掘 削

地下水

仮河川

止水を兼ねた
土留壁

止水を兼ねた
土留壁

止水改良

地下トンネル

路面
覆工
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２－１．トンネル施工について

※止水改良は対策が必要な範囲のみ実施

■トンネルの施工手順

令和７年度着手予定工事の掘削土は、石狩市内に仮置き
予定



⑤ 埋め戻し、河川復旧 ⑥ 完成

地下水

仮河川

止水を兼ねた
土留壁

止水を兼ねた
土留壁

止水改良

地下トンネル

埋め戻し

路面
覆工
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地下水

止水を兼ねた
土留壁

止水を兼ねた
土留壁

止水改良

埋め戻し

地下トンネル

２－１．トンネル施工について

■トンネルの施工手順



２－２．家屋調査について

○細心の注意をはらって工事を進めますが、万が一、工事の施工に起因する損害が発生した場
合のため、工事開始前の状況を確認する家屋調査を実施いたします。

○調査対象となる方々には、別途調査前にお知らせいたします。ご協力をよろしくお願いいたし
ます。

① 家屋事前調査のお願い
（文書）

【調査の流れ】

② 調査会社との調整
（ご意向と調査可能日）

③ 家屋事前調査の実施
（建物等の内部・外部）

④ 工事実施

【調査の範囲】
施工上最も家屋に近接する土留壁からの
影響範囲内を調査範囲とします。

家屋調査の範囲
約２０～約４０m

※対象範囲は土留壁の
深さにより変動します
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札幌表層地盤図（2m深図）
札幌地盤図 北海道土質コンサルタント（株）に加筆

◆注） 当図面は、砒素全含有量と地質の平面的分布の関係把握を目的に、
「札幌表層地盤図」に、「札幌市における自然由来ヒ素の判定方法について
（答申）」で示されている砒素全含有量の位置をトレースで重ねたものである。
このため、砒素全含有量の表記箇所を地図から読み取り、その位置の分析
値として解釈することには適さない点に留意が必要である。

札幌市における自然由来ヒ
素の判定方法について（答
申） 自然由来重金属検討
委員会より

【南側の礫質土】
礫質土が分布する箇所は
砒素含有量は低い傾向

【北側の泥炭・粘土・砂質土】

泥炭、粘土、シルトの分布域は
砒素の含有量が高い傾向

礫質土

札幌駅

豊平川
創成川通

一般国道５号 創成川通

延長 約４．８ｋｍ

■札幌市の地質と自然由来砒素の含有

２－３．周辺の状況について（地質・発生土）

○札幌市は、自然由来の砒素を含む土壌が広範囲に分布している地域特性があります。※１

○礫質土の分布域では砒素全含有量が低く、泥炭・粘土・シルトの分布域では高い傾向があります。
○砒素は腐植土・泥炭などの有機物に濃縮されることも一般的に知られています。

※１ 平成２２年度札幌市自然由来重金属検討委員会資料より

< 10mg/kg

< 40mg/kg

< 100mg/kg

< 200mg/kg

200mg/kg≦

砒素全含有量凡例
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２－３．周辺の状況について（地質・発生土）

■発生土の分類

建設工事における自然由来重金属等含有岩石・土壌への対応マニュアル（2023年版）を参考に構成 18

○ 発生土は、土壌汚染対策法や関係マニュアルに基づき、自然由来重金属等(砒素等)の含有・溶出によって
分類され、それぞれ対応する必要があり、本事業では有識者検討会を開催し、対策等の検討を行っています。

○ 地質調査等の結果、本事業では「通常の発生土」と、管理が必要な「要管理土」の発生が想定されます。
○ 本事業で発生する「要管理土」は、追加試験の結果、 「利用環境において周辺への影響の懸念が小さい土」

と判定される「搬出時管理土」であり、遮水等の対策は不要ですが、搬出時には適切な管理を実施するとして
管理します。
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至定山渓

至石狩

２－３．周辺の状況について（地質・発生土）

■試験結果（地下トンネル区間）

要管理土（搬出時管理土）の範囲

札幌駅

札樽道

北
側

南
側

地質縦断図（国道5号 R6年2月時点） 19

地下トンネル＋高架区間 地下トンネル区間地下トンネル区間

連続して要管理土に判定される区間
連続せず要管理土に判定される箇所

令和7年度
工事着手予定区間

令和7年度
工事着手予定区間

※要管理土（搬出時管理土）：利用環境において周辺への影響の懸念が小さい土壌
※



創成川通周辺の地下水・河川水の砒素濃度
※３ 地下水水質は2022年9月～2024年7月の調査結果

河川水質は2023年8月～2024年7月の調査結果

２－３．周辺の状況について（地下水・河川水）

下図出典：国土地理院ウェブサイト （https://maps.gsi.go.jp）

事
業
区
間

地下水①
0.002～0.025mg/L

地下水②
<0.001～0.004mg/L

地下水③
0.001～0.019mg/L

地下水④
<0.001～0.001mg/L

麻生橋
0.006～0.014mg/L

北16条橋
0.008～0.018mg/L

創成橋
0.009～0.020mg/L

創成川水質：砒素環境基準不適合

地下水水質：砒素環境基準適合

地下水水質：砒素環境基準不適合

地下水調査結果（砒素）

河川水調査結果（砒素）

調査箇所
調査結果
(mg/L)

基準不適合数
/分析数

地下水環境基準※1

(mg/L)

地下水①（北33条付近） 0.002～0.025 2/9

0.01以下
地下水②（北25条付近） <0.001～0.004 0/9

地下水③（北14条付近） 0.001～0.019 5/9

地下水④（北 7条付近） <0.001～0.001 0/9

調査箇所
調査結果
(mg/L)

基準不適合数
/分析数

環境基準※2

(mg/L)

麻生橋（下流） 0.006～0.014 2/5

0.01以下北16条橋（中流） 0.008～0.018 3/5

創成橋（上流） 0.009～0.020 4/5

※２ 水質汚濁に係る環境基準について（昭和46年環境庁告示第59号、令和5年3月13日改正）

※１ 地下水の水質汚濁に係る環境基準について（平成9年環境庁告示第10号、令和3年10月7日改正）

■河川水・地下水の水質
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○ 施工前の現況把握のため、河川水・地下水の水質調査を実施しています。
○ 一部の箇所において砒素の環境基準不適合を確認しています。



■ 搬出時管理土の管理

○ 「搬出時管理土」は、 「利用環境において周辺への影響の懸念が小さい土」ですが、不用意に
搬出や再掘削されないように、全て事業地内で埋め戻し管理する計画としています。
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２－４．管理について



地下水観測孔
工事箇所に対し

上流側と下流側で
水質を監視

水質モニタリング断面図（概念図）

■水質の監視（モニタリング）

道路
敷地境界

止水改良

搬出時管理土の埋め戻し

地下トンネル

地下水位

河川水の水質観測
工事箇所に対し

上流側と下流側で
水質を監視

創成川

○搬出時管理土を埋め戻しに利用する箇所では、周辺水質への影響が無いことを確認するために地下水・河川
水の水質調査（モニタリング調査）を実施します。

○水質のモニタリング箇所は搬出時管理土を取り扱う箇所（仮置き場を含む）において、水の流れる方向を考慮し
て上下流に設置し、施工中～施工後の水質に問題が生じていないことを確認します。

○なお、施工後は２年を基本として継続監視します。
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土留壁 土留壁

水質モニタリングの平面的配置（概念図）

創
成
川

流
下
方
向

創
成
川
通

工
事
箇
所

下流側での
地下水観測

上流側での
地下水観測

上流側での
河川水観測

下流側での
河川水観測

地下水の
流れ

敷地境界

敷地境界

２－４．管理について



３．今後の予定について

23



24

工事説明会

工 事

完成～開通

関係する地域の皆さんに
工事内容について説明します。

沿道や土砂仮置き場の環境等に配慮
しながら工事を進めます。

早期の開通を目指し、
鋭意努力していきます。

３－１．工事について

着工～開通

事業説明会本日

※水質の監視も
継続して行います。

工事着工前

R8年度
着工予定



工事箇所

北向き車線

南向き車線

至札幌駅

至中島公園

創成川通
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南１条通

南２条通

狸小路

二条市場

３－２．工事について(創成川アンダーパス事業の例)



◆ 創成川通の事業に関すること

お問い合わせ先

◆ 札幌市の都市計画に関すること

札幌市 まちづくり政策局 総合交通計画部 交通計画課
電話 : 011-211-2275

国土交通省 北海道開発局 札幌開発建設部
住所 ： 〒060-8506 札幌市中央区北2条西19丁目

札幌市役所
住所： 〒060-8611 札幌市中央区北1条西2丁目

都心アクセス道路整備室
電話 （専用ダイヤル）: 011-611-0223

一般国道5号創成川通（都心アクセス道路）事業の経緯、有識者検討会の詳細については
以下からご確認いただくことができます

https://www.hkd.mlit.go.jp/sp/douro_keikaku/e1lg9o000000avho.html
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